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海底資源の深海電気・磁気探査ツールの開発に向けて

Approach to development of electrical and magnetic exploration tools for seabed re-
sources near the sea floor
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海底熱水鉱床などの海底資源の賦存量を正確に見積もるためには，海底下の詳細な構造を把握する必要がある．その
手法として，潜水船や掘削などによる試料採取は直接的であるが，広範囲で実施するには時間とコストの面で非現実的で
ある．この点，物理探査は海域においても有用である．しかし，これまでの海上物理探査だけでは，海底下の構造の分解
能向上に限界がある．より高精度に鉱床を検出・評価するには，海底近傍における新しい物理探査技術を開発し確立し
なければならない．一方，陸上の金属資源の探鉱・開発の進展の中で，磁気探査や電気探査などの物理探査は重要性が
増すと共にその技術も高度化してきた．また最近では，電気探査は，海底油田やメタンハイドレート探査においても注
目されている．そこで我々は，海底資源探査に資する技術開発を目的として，電磁気学的手法を用いた高精度な海底地
殻構造探査ツールの開発に着手した．本開発では，陸上の物理探査技術を取り入れながら，海底近傍における物理探査
技術の高度化を進めていく．具体的には，海底下の比較的深い構造（～100m）を 20～30m，海底下の浅い構造（～20m）
を 4～5mより高精度で計測するために，高分解能かつ高速サンプリングで磁場および磁場勾配を計測する技術，S/Nを
向上するために強度の高い信号や精密に制御した信号を送信する電気探査技術，浅部（～20m）から深部（～100m）ま
での構造探査に対応できる電気探査技術，ディープトウ・ROV・AUV のマルチプラットフォームに搭載可能な汎用型の
磁気・電気探査システム，および電磁気・音響・熱などの物理探査データを総合的に解析する要素技術を研究開発する．
ここ本講演では研究プロジェクトの概要と現状を紹介する．なお，本研究は，文部科学省の競争的資金制度による「海
洋資源の利用促進に向けた基盤ツール開発プログラム」の一環として実施するものである．


